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わ た し ま ちの し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問

畠　

貞
一
郎

落
合　

範
良

平
政
・
公
明
党

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
期
の
医
療
体
制

　
　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
発
熱
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
病
状

は
判
別
が
難
し
い
。
医
療
体
制
も
大
変
な
混
乱
が
予
想
さ
れ

る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
補
助
の
推
進
は
も
と
よ
り
、

医
療
体
制
を
強
化
す
る
た
め
の
対
策
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
優
先
的

に
接
種
が
必
要
な
高
齢
者
へ
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
周
知
を

図
っ
て
い
く
。
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
国
で
同
時
流
行
に

備
え
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。
今
後
、
国
、
県
の
動
向
を
踏

ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
能
代
市
山
本
郡
医
師
会
と
協
議
し
な

が
ら
、
市
の
仮
設
診
療
所
に
つ
い
て
も
、
流
行
期
に
備
え
た

検
査
体
制
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

洋
上
風
力
発
電
の
県
の
試
算
の
経
済
効
果

質　

県
試
算
の
経
済
効
果
に
は
、
調
査
、
設
計
、
海
底
ケ
ー

ブ
ル
敷
設
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
現
実
に
地
元
企
業
が

行
え
る
も
の
で
は
な
い
。
大
変
い
い
か
げ
ん
な
試
算
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

答　

県
が
平
成
28
年
に
策
定
し
た
第
２
期
秋
田
県
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
戦
略
の
中
で
、
洋
上
風
力
発
電
の
導
入
に
伴
う
経

済
効
果
を
試
算
し
て
お
り
、
県
内
企
業
へ
の
発
注
が
可
能
な

業
務
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
企
業
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
た
上
で
推
計
し
た
と
し
て
い
る
た
め
、
参
考
と
な
る
指

標
と
捉
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
対
す
る
地
域
経
済
対
策

○
能
代
火
力
発
電
所
１
、
２
号
機
の
存
続

○
洋
上
風
力
発
電
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

圃
場
整
備
の
推
進
に
向
け
た
支
援

　
　

国
事
業
の
農
家
負
担
ゼ
ロ
の
響
き
に
引
か
れ
説
明
会
に

臨
み
、
事
業
申
請
へ
と
進
も
う
と
す
る
が
受
益
図
作
成
や
完

成
ま
で
10
年
に
及
ぶ
間
の
賦
課
金
等
の
課
題
が
多
く
、
ち
ゅ

う
ち
ょ
す
る
と
聞
く
。
要
件
緩
和
等
を
県
に
要
望
で
き
な
い
か
。

　
　

事
業
採
択
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
全
体
の
土
地
改
良
区

へ
の
編
入
が
必
要
で
あ
り
、
市
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
農

家
負
担
の
軽
減
と
併
せ
、
管
理
責
任
が
増
大
す
る
土
地
改
良

区
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
今
後
も
要
件
等
の
緩
和
と
と
も
に

各
種
支
援
策
の
創
設
・
拡
充
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
き
た
い
。

賦
課
金
を
対
象
と
し
た
支
援
は
、
既
存
加
入
者
と
の
公
平
性

確
保
の
観
点
か
ら
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
現
状
と
今
後
の
取
組
は

　
　

国
で
は
取
得
特
典
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
進
め
る

な
ど
制
度
の
普
及
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
市
で

も
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
普
及
に
努
め
て
い
る
が
、
カ
ー

ド
の
交
付
状
況
と
制
度
普
及
の
た
め
の
今
後
の
取
組
は
。

　
　

本
年
８
月
末
現
在
の
累
計
の
交
付
枚
数
は
、
７
５
８
４

枚
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
普
及
の
た
め
、
顔
写
真
の
無
料
撮

影
等
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
、
従
来
の
交
付
時
に
本
人
確

認
や
暗
証
番
号
の
設
定
を
行
う
方
式
に
加
え
、
申
請
受
付
時

に
本
人
確
認
等
を
行
う
こ
と
で
、
自
宅
で
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
が
で
き
る
方
式
を
開
始
し
、
カ
ー
ド
を
取
得
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
飛
散
防
止

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
ネ
ッ
ト
の
誹
謗
中
傷
対
策

　
　

被
害
者
が
ネ
ッ
ト
上
の
加
害
者
に
慰
謝
料
請
求
な
ど
の
法

的
手
続
を
取
る
場
合
、
費
用
や
時
間
を
要
す
る
な
ど
、
精
神
的

に
も
負
担
が
大
き
い
。
市
独
自
で
対
応
で
き
る
範
囲
で
早
急
に

実
効
性
の
あ
る
被
害
者
支
援
の
相
談
窓
口
を
設
け
る
考
え
は
。

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
を
含
む
人
権
相
談
に

関
し
て
は
、
従
来
か
ら
法
務
局
で
窓
口
を
開
設
し
て
お
り
、

法
務
局
で
は
相
談
を
受
け
た
場
合
、
内
容
と
依
頼
者
の
意
思

を
確
認
し
て
、
関
係
機
関
へ
の
案
内
や
当
該
書
き
込
み
の
違

法
性
を
判
断
し
た
上
で
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
へ
削
除
要
請
を
行
う

な
ど
、
受
入
態
勢
が
整
っ
て
い
る
た
め
、
市
と
し
て
は
、
被

害
者
の
相
談
窓
口
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

小
規
模
校
に
特
認
校
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は

　
　

通
学
区
域
に
関
係
な
く
市
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
就
学
を

認
め
る
特
認
校
制
度
を
小
規
模
校
に
導
入
し
、
複
雑
・
多
様

化
す
る
教
育
課
題
へ
対
応
す
る
こ
と
へ
の
考
え
は
。

　
　

特
認
校
制
度
は
、
主
に
小
規
模
校
を
対
象
に
行
わ
れ
て

お
り
、
本
市
で
は
、
浅
内
小
学
校
が
該
当
す
る
。
少
人
数
な

ら
で
は
の
き
め
細
か
な
学
習
指
導
や
生
活
指
導
を
行
っ
た
り
、

一
人
一
人
の
活
躍
場
面
を
数
多
く
設
定
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
、
小
規
模
校
な
ら
で
は
の
よ
さ
を
生
か
す
た

め
に
も
、
今
後
、
特
認
校
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
人
権
を
意
識
し
た
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を

○
暗
所
視
支
援
眼
鏡
を
給
付
種
目
と
す
る
考
え
は

○
災
害
廃
棄
物
処
理
時
の
混
乱
回
避
へ
の
対
策
は

佐
藤　

智
一

希
望
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